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ここでWciはcyclotron frequencyql〒qlx+ tqjJ･で ･･Y･y
は poiarizatir,nの方向を表すロここでma甲et･'cIHeldは一様で ,Z
方向を向き電力が ･タ方向に作用しているoまた一つの波 .1だけが excite
していて random phqSe近似を用いたo
づぎ紅中嶋 ･山田の両氏がや られた様に Z方向の縦波の運勢を考えると ,
*
電力場のため ∫方向に電波が生じていて ,従波は直接q右 q-/之とcoupie
して上の方程式と共vL解 くことができるCこの様な現象は太陽表面や電報層
で■Alfv昌n荻を考えるとき蚕要であろう ;叉上式の左辺第三項は nor卜
linearの contributior'を与え ,Alfv昌n波,D振巾と daTr,Ping
constaTltに.比例してあまり大きな ct)ntributif)nはない｡
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横波の場合紅は ,Ⅴ王as(,vEq･は esserltia王に一次元で ,鑑型化する




MaxwellEq･に代入することによって横波の分 散式が得 られる｡ この際に ,
全く縦波のLandauの取扱いの場合と同じラプラス変換の手続 きで ,初期値
問題VL還元 されるとい うのが話の要点で , EIOChは特に t= Oでい くつか
の横波があったときに .t>O で分布函数 と波が どう変るかを考察 しているC
磁場内プラズマの異常輸送現象
市 川 芳 彦 (日大理工 )
第二次世界大戦中 ,Manhatta.a Pro套ctに-おいて ,放射性同位元素の
拡散による分離の研究紅従事 していたBohmは , 磁場を横切るプラズマの電
子の拡散が ,普通 の衝突効果によって定められるよりも大きい事を発見 し ,
その実験結果 は ,拡散係数
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事が観測された｡ これは ,｢磁場を横切 る拡散係数 が磁場の強さに逆比例す
る｣とい う挙 とcor)sisteltである｡
比のような拡散現象を -異常拡散 7とよんでいる｡rLの理論的解明は ,令
まで多 くの研究が試みられたが ,全く未解決である｡
甲ohm は ,プラズマ内払存在する集団的相互作間の結果であるプラズマ振
動が ,そのような異常拡散K対 して respもnsibleであ ろうと考え ,
StellaratoTの観測結果に対 して .プリンス トンの研究者たちは ,プラズ
マ内にイオンの集団振動が勧起 され る結果異常拡散が起ると考 えた｡
然 し ,最近DTtmmOTld-Ph ]eS は ,プラズマ内Kイオンサイクロ トロン波
で:i47-
